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１．はじめに 

 AR（拡張現実：Augmented Reality）は，スマートフ

ォンやタブレット等の画面にデジタルコンテンツと現

実世界を重ね合わせ，現実を拡張する技術である．最も

知られているのは【ポケモン GO】である．このように

AR は様々な分野で活用されており，近年，建設業にお

いても利用される機会が多くなっている． 

 この AR を設計段階において利用する場面としては，

設計初期段階で実施する現地踏査，発注者と一緒に行

う合同現地踏査等が考えられる．現状の現地踏査は，2

次元図面を用いて完成イメージや既設構造物の取合い

等を確認するが,正確に現地で設計内容を把握するの

が難しい．そこで，設計段階において 3次元モデルを利

活用する一手法として，現地踏査における AR の利活用

に関する検討を行った． 

２．利用する AR の種類と特徴 

AR を利用するためにまず検討することは，画面上で

現実世界とどう重ね合わせるかである． 

AR において構造物を表示する場所を設定する方法は，

大きく分けて 2 種類あり，ロケーションベース AR とビ

ジョンベース AR があげられる(表-1) 1）． 

表-1 AR の種類（文献 1を参考に作成） 

 ロケーション 

ベース AR 

ビジョンベース AR 

マーカー型 マーカーレス型 

現実世界の 
認識方法 

GPS や加速度セ

ンサーなど 
画像 空間・物体 

マーカーの 
必要性 

不要 必要 不要 

メリット GNSS を受信でき

る所からならど

こからでも手軽

に利用できる 

位置合わせ

の精度が高

い 

マーカーな

どを用いず

に高精度な

位置合わせ

が可能 

メリット オブジェクトを

数センチ単位の

精度でピッタリ

表示することが

難しい 

物理的なマ

ーカーを準

備・利用す

る手間がか

かる 

膨大な街の

景観データ

や高度な画

像認識技術

が必要 

費 用 高額 安価 安価 

ロケーションベース AR は GPS や加速度センサー，磁

気センサーから画面の位置・傾き・方角を認識し登録さ

れた情報を表示する．一方ビジョンベース AR は，構造

物などのオブジェクトを認識し登録してあるデータを

表示する．また，ビジョンベース AR は AR マーカーを

端末カメラで読み込むマーカー型と，風景や構造物を

認識するマーカーレス型があげられる． 

今回の検討は，3次元モデルを設計で決定した所定の

位置に表現することを目的に，ロケーションベース AR

とマーカー型のビジョンベース ARの 2種類を用いて検

討を行った．使用したアプリケーションは以下のとお

りである． 

(1)TerraceAR（ビジョンベース AR） 

TerraceAR は建設業特化型の AR アプリケーションで

ある．3 次元モデルを現地の同一位置に合わせて表現す

ることが可能である．マーカーの代わりに２点の既知

点（基準点）を用いて位置合わせする方式を採用してお

り，設計で作成した 3 次元モデルを画面に配置し現況

風景と合成することができる(写真-1)． 

 

 

 

 

 

 

 

(2)Trimble SiteVision（ロケーションベース AR） 

 Trimble SiteVision は画面を通して 3 次元モデルを

現地の状況と融合して表示し，個々の現場を見える化

するロケーションベースARの屋外型拡張現実システム

である．ソフトウェア内で 3 次元モデルに座標情報を

付与し現地にて高精度GNSSアンテナで取得した位置情

報により3次元モデルを所定位置に表現する(写真-2)．
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写真-1 TerraceAR 表示状況 写真-2 Trimble SiteVision 



３．2 種類の AR による重ね合わせ検証 

検証は現地に赴き，それぞれの機器により現実世界

への重ね合わせを行った． 

(1)TerraceAR による重ね合わせ検証 

TerraceAR による検証は，事前に取得した GNSS 計測

による位置を 3 次元モデル内に落としているため，落

とした位置 2 点と現地で目印とした 2 点を合わせて画

面に表示する．TerraceAR は，GNSS の受信状況に左右さ

れることが無く，想定した位置でタブレット内に表現

することができた(写真-3)． 

ただし，今回検証を行った 3 次元モデルは，検証箇所

から，中距離で約 150ｍ，遠距離で約 400ｍ程度距離が

離れている箇所であった．中距離や遠距離においては，

3 次元モデルの AR への適用効果はあると考える． 

一方，更に近距離（数ｍ）の場合は，20～30cm 程度

の誤差が生じた(写真-4)．そのため，近距離に利用する

場合は，TerraceAR 内における誤差修正機能によって手

動で位置を修正する必要がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)Trimble SiteVision による重ね合わせ検証 

Trimble SiteVision の検証では，事前に PC で 3 次元

モデルをクラウド上にアップロードし，現地にてクラ

ウドから 3 次元モデルを Trimble SiteVision にダウン

ロードして画面上に表示した． 

GNSS から受信した位置情報により 3 次元モデルを表

示するため，衛星からの電波受信状況により 3 次元モ

デルの表示位置精度は変化する． 

検証当日は天候も良く，受信状態も良好であったた

め，計画位置に 3 次元モデルを表現することができ，中

距離や遠距離への適用効果はあると考える(写真-5)．

ただし，TerraceAR と同様に近距離においては，20～

30cm のずれが生じることが分かった(写真-6)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

 3 次元モデルを設計段階の現地踏査に利活用するた

め 2 つの AR 機器を用いて検証した結果を記す． 

・中距離から遠距離での AR 活用は，誤差が生じている

が,誤差を認識できない程度のズレであるため,現地

踏査に適用効果があると考えられる． 

・ビジョンベース AR は事前作業として現地での位置情

報の取得が必要であるため，ロケーションベース AR

の方が操作は容易である． 

・今回利用した 2 つの AR 機器ともに，近距離では 20～

30cm の誤差が生じることが分かった． 

５．おわりに 

 今後は，近距離での利活用も含めて現地踏査以外での

3 次元モデルの利活用方法を検討していく． 
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写真-3 中距離、遠距離の表示結果 

写真-6 近距離の測定結果 

写真-5 中距離、遠距離の表示結果 

誤差 

写真-4 近距離の測定結果 

誤差 
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